
㸦令 4 志文㸧 総 合 問 㢟 Ⅰ 

㸦問㢟㒊分 1㹼㸶ページ㸧 

注意事㡯 

(1) 使用できるもの㸸㯮㖄筆・シャープペンシル・プラスチック〇の消しゴ

ム・小型㖄筆削り、時ィ等「受㦂⪅心得」で指示したもの。

(2)受㦂番号欄は各答案用紙のゎ答欄とホ点欄の㸰か所、氏名欄はゎ答欄に㸯  

か所あります。受㦂番号は㸳けたの数字を枠内に㸯字ずつ明確にグ入し

てください。  

(3) 受㦂番号および氏名を指示されたところ以外にグ入した場合や受㦂番号

の数字が判別できない場合、採点の対㇟になりません。  

(4) ゎ答は、㯮㖄筆またはシャープペンシルで答案用紙の所定の枠内に明確に

グ入してください。  
(5) 答案用紙の㠃には何もグ入してはいけません。

(6) 答案用紙に指示された以外のことをグ入しても採点の対㇟になりません。

(7) 日本ㄒで字数指定のあるゎ答については、句ㄞ点も㸯字に数えます。㸰け

た以上の算用数字は、答案用紙の㸯マスに㸰けたの数字をグ入し、㸯字に

数えます。なお、アルファベットは算用数字に準じます。  
例㸸 

bo ok 㸰字 

「 㟷 か っ た 。 」 㸵字 / 20 20 㸰字 / 



このページは白紙です



1.㸦㓄点率�52㸣㸧次の【㈨料㸯】【㈨料㸰】は、「21世紀の社会はこれからどのように変化するのか」につい

て㏙べたものである。【図式】は、【㈨料㸯】に㏙べられていることを、㛵㐃する㌟㏆な事例やその事例を

付けるデータを㏣加してまとめたものである。また、【㈨料㸱】は、「現代の学生の学び方の問㢟点」につい

て㏙べた文章である。これらの【㈨料】や【図式】に㛵する問㸯㹼ၥ㸴に答えなさい。 

【㈨料㸯】この筆⪅は、前段で『21�世紀型スキル㸦㸻これからの時代を生きる子どもやⱝ⪅たちの㌟に付け
るべき㈨㉁⬟力㸧』が㔜せどされるようになってきていると㏙べ、その⫼景について以下のようにゝ及してい

る。㸦一㒊⾲グを改めた箇所がある㸧 

これらのスキルが㔜せどされるようになった⫼景とはどのようなものか。 

1つはグローバル化やデジタル情報技⾡の急㐍展が相
あい

俟
ま

って、知㆑や技⾡の変化のスピードが㦫くほど㏿

くなっており、それに伴い、仕事の内容や⫋種も常に変化しつつある。日々新しく㉳こる問㢟に対して ICT 
を㥑使するなどして、専㛛知㆑を持つ人々と協働しながら対応していく力が求められるというものだ。 

21 世紀型スキルの⫱成支援活動を⾜っている Eva L. Baker UCLA教授は 2011年 11月、東京でのㅮ演で
「㹇㹒に携わっている私の息子は 16 種㢮以上の仕事に就いたが、その大半は現在存在していない。同様に
現在米国で最もニーズのある 5 ⫋種は 5 年前には存在していなかった。こうした激しい変化の時代を生き抜
いていくには ICT や数学、科学などの知㆑のほか、問㢟ゎ決⬟力やコミュニケーション⬟力などのスキルが
必せだ」とㄝ明する。 
日本企業を取り巻く環境で⪃えると分かりやすい。リーマンショック以㝆、世界経済の成㛗エンジンがア

ジアなど新⯆国に移り、少子化で⦰小する国内市場にとどまっていては成㛗できないと今、多くの日本企業

がこぞって売り上げと利益を海外に求め始めている。 
またグローバル競争の激化で、〇品やサービスはⴭしくコモデティー化㸦※㸯㸧し、ビジネスモデルの①チ

ンプ化も㏿い。当然そうした環境下では仕事内容や⫋種の変化を㑊けられないし、どんな業種や⫋種、日本

の⫋場で働いてもグローバルに㛵わる仕事と無㛵係でおられず、多様な文化的⫼景を持つ人々と共に働き、

競争する時代になりつつある。もはや「グローバル化なんて㛵係ない」とゝい切れる人などごく少数で、グ

ローバル社会を生きるための㈨㉁⬟力の形成は欠かせない。

21 世紀型スキルを②テイショウした ATC21s プロジェクトに参加し、PISA㸦※㸰㸧とも㛵わりのある三宅
なほみ東京大学大学㝔教⫱学研究科教授は「知㆑も技⾡も環境も凄い㏿さで変わる、ゎのない 21世紀の社会
では想定外の問㢟が次々に㉳こっている。環境問㢟や経済、国㝿㛵係などでも意ぢの㐪う人たちがⱥ知を出

し合い、その時点で⪃えられるベストのゎを出して、どこまでいけるかを確かめつつ、ゴールに㏆づいたら

そのゴールをぢ直しながら㐍む、そういう時代になっている。変化に合わせて、いろんなことを必せになっ

た時に学び直す力や協ㄪ型問㢟ゎ決⬟力が㔜せ」という。 
企業の研究㛤発でもマーケティングでも今やインターネット検索でⱥ知を㞟め、それを参⪃に判断し、⾜

動する力が問われている。答えや先⾜モデルがあった 20世紀型工業社会では一人ひとりがあまり⪃えなくて
も③キンシツで機械的に働けば対応できたが、答えのない、先のぢえない 21世紀の時代に必せとされるのは
問㢟が㉳きるたびに今までの⪃えがよかったのか、⮬分の㢌で深く⪃え、他⪅を巻き㎸み、協働して問㢟を

ゎ決していく⬟力が求められている。従来の尺度が㏻用しなくなった世界をグローバルと呼ぶのである。  

【注】※㸯 コモデティー化㸸市場参入時には㧗付加価値を持っていた商品が、普及段㝵における後発品との競争のなかで、その機⬟

の優位性や特異性を失い、一⯡消㈝㈈のように定着していくこと。 
※㸰 PISA     㸸OECD㸦経済協力㛤発機構㸧加盟国を中心に 3年ごとに実施される 15歳児の学⩦到㐩度ㄪ査。主にㄞゎ 

力・数学的リテラシー・科学的リテラシーなどを測定する。 

出典㸸恩田敏夫 『企業の求める人材像は「社会人基礎力」から「㸰㸯世紀型スキル」へ』 
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【図式】 
「グローバル化とデジタル情報化がもたらす社会の変化」 

知㆑や人材が国境を㉺えて移動するグローバル化とデジタル技⾡の㐍化による情報化が㐍み、 

その二つが相俟って社会に大きな変化をもたらそうとしている。 

社会変化１  ア ような社会へ変化しつつある 

社会変化 1の身近な事例とデータ 

【㌟㏆な事例㸯】 携帯㟁ヰがどんどん㐍化 

している 

【データ㸯】 

「移動㏻信サービスの機⬟㐍化に伴う  

⾲現方法の多彩化」  

総務省 『令和元年版 情報㏻信白書』 

【㌟㏆な事例㸰】新しい仕事をぢかけるようになった  

【データ㸰】「小学生の日常生活・学⩦に㛵するㄪ査」学研教⫱総合研究所  㸦1989年と 2019年ㄪ査㸧 

社会変化２  イ   ような社会へ変化しつつある 

 社会変化２の身近な事例とデータ 

【㌟㏆な事例㸱】コンビニなどで働く外国人を多くぢかけるようになった 

【データ㸱】「外国人労働⪅、最多の 166万人」日本経済新⪺ 㟁子版 2020/1/31 

2019年ㄪ査 1989年ㄪ査 
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厚生労働省は 31日、2019年 10月末時点の外国人労働  

⪅が前年同期比 13.6%増の 165万 8804人だったと発⾲ 

した。7年㐃続で増え、企業に届け出を⩏務付けた 07 

年以㝆で最多を更新した。国籍別ではベトナムが大き 

く増え、トップの中国とほぼ同つ模となった。慢性的な 

人手不㊊が続くなか、外国人労働⪅の受け入れは今後も 

増えるぢ㏻しだ。 

「21世紀型社会㸻答えのない、先のぢえない社会」へと変化する 

三宅なほみ 東京大学大学㝔教⫱学研究科教授 

【㈨料㸰】 

地球つ模で人・モノ・㔠・情報等が流㏻するグローバル化社会では、経済だけでなく、さまざまな世界つ

模の問㢟が一人ひとりの市民に影㡪を与える。加えて、エネルギー㈨源を初めとした天然㈨源の④コカツ

は、人㢮の生存に深刻な影㡪を及ぼしつつある。さらに、これらの問㢟に対処して未来を切り拓くべき子ど

もの数が、先㐍国では急㏿に減少している。なかでも日本は、東日本大㟈災を⑤ケイキとしたエネルギー問

㢟、新⯆国との価格競争や産業の空洞化、新つ産業の未創出等の経済問㢟、少子㧗㱋化による産業構㐀の弱

体化や地方を中心とした人口減少問㢟など、きわめて多くの」合的な問㢟に直㠃している。⑴これらの問㢟

は、一㒊の専㛛家があらかじめ有する「正ゎ」を㐺用するだけでゎ決できるものではない。問㢟を共有する

⪅が知㆑やアイデアを出し合って、不完全にせよゎを出して実⾜し、結果をぢながらゎとゴールをぢ直すこ

とが求められているとゝえる。  

このようなㄢ㢟に対して、社会全体が応えようとしている⾲れが、知㆑基盤社会、コミュニティ基盤社会

への㌿換と㐍展、ICTの利活用である。知㆑基盤社会とは、新しい知㆑やアイデア、技⾡のイノベーション

㸦創出㸧がほかの何よりも㔜どされる社会である。そのイノベーションのために、他⪅とのコミュニケーシ

ョンやコラボレーション㸦協働、協ㄪ㸧が㔜どされ、それらが効果的・建タ的に⾜えるように、人と人を⧅
つな

ぐコミュニティや ICTの役割に注目が㞟まっている。つまり、決まった答えのないグローバルなㄢ㢟に対し

て、大人も子どもも含めた㔜層的なコミュニティの中で、ICTも㥑使して一人ひとりが⮬分の⪃えや知㆑を持

ち寄り、交換して⪃えを深め、統合することでゎをぢ出し、その先のㄢ㢟をぢ据える社会へと、社会全体が

㌿換しようとしていると⪃えることができる。 

では、日本再生のシナリオを描くために、これからの教⫱において求められる日本人像とはどのようなもの

だろうか。ここでは、グローバルなど㔝からキャリア㸦生き方㸧をデザインし、ローカルな絆
きずな

を大切にして社

会の形成に積極的に⑥サンカクする、「21世紀を生き抜く力をもった生涯学⩦⪅としての㈐任ある市民」とい
う日本人像をタ定することにしたい。  

21世紀は、グローバル化が㐍展し不確実性が増大する社会であり、あらゆる㡿域や分㔝で知㆑・情報・技⾡
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が㔜せな価値をもつ知㆑基盤社会である。ボーダレス化を⫼景に、知㆑や人材は国境を㉺えて移動し、文化的

に多様なチームの協働作業を㏻して技⾡㠉新は⧞り㏉される。新しい知㆑や技⾡の創㐀は、パラダイムの㌿換

をしばしば伴い、新たな状況の下では既存の知㆑や技⾡はもはや㏻用しないことも多い。 
このようなめまぐるしく移り変わる知㆑基盤社会では、答えのないㄢ㢟にしばしば向き合い、㐺切な問いを

立て、入手可⬟な㝈られた情報をもとにゎに⮳らなければならない。そこでは、⮬分の⪃えを持ち、多様な専

㛛性をもつ他⪅と協働して、問㢟ゎ決することが必せになってくる。また、デジタル化が㐍むなかで、ICTを

㥑使して情報を処理し、コミュニケーションをとって、新しい知㆑を創㐀していくことが期待されるのである。 

㸦出典㸸国立教⫱政策研究所 『社会の変化に対応する㈨㉁や⬟力を⫱成する教⫱ㄢ程編成の基本原理』より抜粋㸧 

【㈨料㸱】 

最㏆のⱝ⪅たちは、いわれたことはきちんとこなすが、⮬分からは何をしていいのか、十分な状況判断が

できない。「マニュアル族」「指示待ち族」だ、などと悪口をいわれることがあります。学生たちをぢていて

も、与えられたㄢ㢟についてはまじめに勉強するのですが、⮬分から問㢟を立ててそれをゎくということ

は、あまり得意ではないようです。 
 毎年、卒業ㄽ文のテーマを決める時期になると、㐺当なテーマをぢつけられずに㢌を抱える学生が出てき

ます。㛵心を持つ㡿域やテーマをおぼろげながらぢつけても、それを的確な「問い」のかたちで⾲現できな

い学生もいます。いったん問㢟を与えられれば答え探しは得意なのですが、⮬分で問㢟を探してゎくとなる

と、それまでの教⫱や受㦂で培
つちか

った⬟力だけでは太刀打ちできないのでしょう。 
 しかも、気がかりなのは、問㢟が与えられた場合にも、学生たちは、どこかに正ゎがある、と思っている

ふしがあることです。学生たちと㆟ㄽをしていても、性急に答えを探したがる場㠃が少なくありません。素

直さ、まじめさの㏉しなのかもしれません。じっくり⪃えるより、簡単にどこかに答えがあると思ってし

まうのです。 
 かつて㠀常勤ㅮ師をしていたある大学で学生にレポートを書かせたところ、教科書からヱ当する㒊分を抜

き書きするだけ、せいぜいがその㒊分を㐺当に⦰めてまとめただけということがありました。大学というと

ころは、「⪃える力」をつける場所なのに、教師のいっていることや本に書かれたことから「正ゎ」を探せば

よいと思っているようなのです。 
 教師が教壇からヰしたことを、丹念にノートに取る。ヨ㦂やレポートのときにはそのノートに書かれたこ

とをほぼそのまま⧞り㏉す。私の体㦂したアメリカの大学だったら、創㐀性(オリジナリティ、つまり、⮬分
なりの⪃え)のまったくないゎ答として、それだけでⴠ第になってしまうようなことが、日本の大学ではまだ
平気で⾜われています。答えを知ることと、⪃えることとの㐪いをはっきりさせないまま、正しい答えさえ

知っていればそれでいいんだという、「正ゎ信仰」が根強くあるからでしょう。受㦂勉強のしかたも、こうし

た正ゎ探しの発想を強めているようです。 
 この正ゎ探しの発想の㏉しが、「勉強不㊊症候⩌」とでも呼べるケースです。㆟ㄽをしていてわからない

ことがあると、「よく勉強していないのでわかりません」と弁ゎする学生がいます。⮬分でわからないことに

ぶつかると、勉強不㊊・知㆑不㊊だと感じてしまうのです。 
「十分な知㆑がないのでわからない」「もっと本をㄞめば、わかるようになるだろう」。つまり、勉強㔞が㊊

りないせいで、問㢟がゎけないのだと思い㎸んでしまう学生たち。これは、私が接している東大生に特徴的

なまじめな学生たちなのかもしれません。しかし、彼らのような受㦂エリートならずとも、⮬分の⪃える力

� ���

ⴭసᶒಖㆤࡢほⅬࠊࡽ
ၥ㢟ᩥࡣᥖ㍕ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࡋ

ⴭసᶒಖㆤࡢほⅬࠊࡽ
ၥ㢟ᩥࡣᥖ㍕ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࡋ



のなさを知㆑不㊊や勉強不㊊のせいだとぢてしまうケースは、案外多いでしょう。本当のところは、知㆑が

まったくないというより、知㆑をうまく使いこなせないのですが。 
ところが「知らないから、わからない」という勉強不㊊症候⩌の症状は、正ゎがどこかに書かれているの

をぢつければ、それでわかったことになるという正ゎ信仰の㏉しです。そして、この正ゎ信仰を突きワめ

てしまうと、「唯一の正ゎ」を求める、かたくなで原理主⩏的な態度にもつながってしまいます。 
世界のことすべてをㄝ明してくれる大正ゎがある。それを求める態度からは、ものごとには多様な側㠃が

あること、ぢるど点によって、その多様な側㠃が㐪ってぢえることはㄆめがたいでしょう。唯一の正ゎとい

うひとつのど点からものごとをとらえようとするからです。そうした正ゎを求める態度は、」眼思⪃とは対

極にある⪃えかたといってもよいでしょう。 
そこまで極端でなくても、正しい答えがあると思い㎸み、その答えをぢつけられれば人からㄆめられると

思ってしまう。そんな正ゎ信仰が、⮬分の勉型不㊊・知㆑不㊊を反省ばかりしている「勉強不㊊症候⩌」の

ⱝ⪅を生んでいるといえるのです。 
⪃えるプロセスを経ていなくても、答えさえぢつければそれでいい。このような⩦性が㌟についてしまう

と、今度は答えがなかなかぢつからない㢮の問㢟に出会った場合に㏵中で息切れして、ステレオタイプの発

想にとらわれてしまいます。 
もちろん、知㆑はないより、あったほうがいいに決まっています。本もㄞんでいないよりはㄞんでいたほ

うがいい。あることがらを知っていることで、ステレオタイプの発想から㏨れられるという例は、たくさん

あるでしょう。けれども、私がここで問㢟としたいのは、「知㆑があればわかる」とか、「ㄪべればわかる」

といった、知㆑の獲得によってすぐにゎ決できるような問㢟ではなく、どうすれば知㆑と思⪃とを㛵係づけ

ることができるか――簡単にいうと、知っていることと⪃えることとを結びつけるやりかたの問㢟です。 

㸦出典㸸ⱉ㇂剛彦 『知的」眼思⪃法』㸧 

問１ 【㈨料㸯】【㈨料㸰】の下線㒊①㹼⑥のカタカナを漢字に直しなさい。 

問２ 【図式】の空欄 ア ・ イ に入る具体的な「社会の変化」は何か。【㈨料㸯】の文章を参⪃にして、 

ア は 35字以上 45字以内で、 イ は 20字以上 25字以内で答えなさい。 

問３ 【図式】の【データ㸰】を、【㌟㏆な事例㸰】を付けるデータの一つとして分析し、その結果を 80字以

内でㄝ明しなさい。 

問䠐 【㈨料㸰】の下線㒊⑴「これらの問㢟は、一㒊の専㛛家があらかじめ有する「正ゎ」を㐺用するだけでゎ 

決できるものではない。」について、なぜそうゝえるのか。【㈨料㸯】の中の「20世紀社会と 21世紀社会 

の㐪い」を参⪃にして、80字以内㸦句ㄞ点を含む㸧でㄝ明しなさい。 

問䠑 【㈨料㸱】に㛵して、「正ゎ信仰」がなぜ問㢟か。その理由を、筆⪅がゝう「⪃える力」と㛵㐃させて 
120字以内㸦句ㄞ点を含む㸧でㄝ明しなさい。 

問䠒 【㈨料】㸯㹼㸱のㄽ旨を㋃まえ、「これからの社会の変化」と「現代の学生の学びの問㢟点」に着目して、

「学生としてこれから㌟につけるべき力とは何か」について 240字以内㸦句ㄞ点を含む㸧でㄝ明しなさい。 

� ���

ⴭసᶒಖㆤࡢほⅬࠊࡽ
ၥ㢟ᩥࡣᥖ㍕ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࡋ



2. ( 16%ʣԁOʹ͢Δܗ࢛֯ABCDʹ͓͍ͯɼAB = 4, BC = 3, CD = 3,

DA = 2Ͱ͋Δͱ͖ɼ࣍ͷ 1ʙ 3ʹ͑ͳ͍͞ɻ

 1 ∠ABC = θͱ͢Δͱ͖ɼcos θͷΛٻΊͳ͍͞ɻ

 2 ԁOͷܘΛٻΊͳ͍͞ɻ

 3 Ίͳ͍͞ɻٻABCDͷ໘ੵΛܗ࢛֯
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3. ( 16%ʣaΛ࣮ͱ͢Δɻؔ f(x) =
1

3
x3 + ax2 − 3a2xʹۃେͱۃখ͕

͋Γɼۂઢ y = f(x)ͷઢͷ͖ͷ࠷খ͕ 4aͰ͋Δͱ͖ɼ࣍ͷ 1ʙ 3ʹ͑

ͳ͍͞ɻ

 1 aͷΛٻΊͳ͍͞ɻ

 2 ؔ f(x)ͷۃେͱۃখΛٻΊͳ͍͞ɻ

 3 bΛ࣮ͱ͢Δɻ 1ͰٻΊͨ aͷʹର͠ɼ

ఔࣜํ࣍3
1

3
x3 + ax2 − 3a2x+ b2 − 8b = 0 ͕ҟͳΔ ͷਖ਼ͷղͱݸ2 ͷෛݸ1

ͷղΛͭΑ͏ʹ bͷͷൣғΛఆΊͳ͍͞ɻ
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4. ( 16%ʣ a, bΛ࣮ͱ͢Δɻ2ํ࣍ఔࣜ x2 + ax+ b = 0ͷ 2ͭͷղ͕ͱʹ

Ͱ͋Δͱ͖ɼ࣍ͷ 1ʙ 3ʹ͑ͳ͍͞ɻ

 1 x2+ax+ b = 0ͷղΛα, βͱ͢Δͱ͖ɼb(a2−2b+4)Λα, βͰද͠ͳ͍͞ɻ

 2 b(a2 − 2b+ 4) 2ͷഒͰ͋Δ͜ͱΛࣔ͠ͳ͍͞ɻ

 3 b(a2 − 2b+ 4) 3ͷഒͰ͋Δ͜ͱΛࣔ͠ͳ͍͞ɻ

- 8 -

問題は以上です
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